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【国際特許分類】
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
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【ＦＩ】
   Ｃ１２Ｎ   15/00     　　　Ａ
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【手続補正書】
【提出日】令和2年9月8日(2020.9.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被験体から採取された皮膚表上脂質から核酸を分離することを含む、被験体の皮膚細胞
に由来する核酸の調製方法であって、該核酸がＲＮＡであり、かつ表皮、皮脂腺、毛包お
よび汗腺の全ての部位由来の核酸を含む、方法。
【請求項２】
　前記核酸が細菌又は真菌に由来する核酸をさらに含む、請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記被験体が、皮膚における遺伝子発現解析、または皮膚もしくは皮膚以外の部位の状
態の解析を必要とするかまたは希望する、ヒトまたは非ヒト哺乳動物である、請求項１又
は２記載の方法。
【請求項４】
前記被験体の皮膚表上脂質を採取することをさらに含み、該採取が、皮膚表上脂質吸収性
素材、皮膚表上脂質接着性素材、または皮膚から皮膚表上脂質脂質をこすり落とす器具を
使用して行われる、請求項１～３のいずれか１項記載の方法。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれか１項記載の方法で調製した核酸を解析することを含む、核酸の
解析方法。
【請求項６】
　前記解析が、皮膚に関する遺伝子発現解析およびその他の遺伝子情報の解析、被験体の
皮膚に関する機能解析、被験体の皮膚状態の解析、または被験体の皮膚以外の部位または
全身の状態の解析である、請求項５記載の方法。
【請求項７】
　所定の疾患もしくは状態またはそのリスクを有する集団を被験体として、請求項１～４
のいずれか１項記載の方法により核酸を調製すること、
　調製された核酸の発現を対照と比較すること、
を含む、該所定の疾患もしくは状態の核酸マーカーの選択方法。
【請求項８】



(2) JP 2018-206 A5 2020.10.22

　請求項１～４のいずれか１項記載の方法により被験体の核酸を調製すること、
　調製された核酸から、所定の疾患もしくは状態の核酸マーカーを検出すること、
を含む、所定の疾患もしくは状態の核酸マーカーの検出方法。
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